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環境にやさしい
ごみ処理を目指して

　
安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み

　

新
し
い
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
６
階
・
地

下
１
階
建
て
で
、
現
在
の
施
設
に
比
べ
21

㌧
増
の
１
日
に
３１５
㌧
の
ご
み
を
処
理
で
き

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
平
成
25
年
か
ら
30

年
間
使
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

焼
却
炉
は
、
現
在
の
施
設
と
同
じ
流
動

床
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、

高
温
に
熱
せ
ら
れ
た
微
細
な
砂
が
流
動
し

て
い
る
砂
層
に
、
ご
み
を
投
入
し
て
焼
却

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
時
間
で
効
率

の
よ
い
焼
却
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
・
安
全
な
ご
み
処
理
を
行

う
た
め
高
度
排
ガ
ス
処
理
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
、
焼
却
時
に
発
生
す
る
有
害
物
質
の

低
減
に
努
め
、
法
規
制
値
よ
り
も
厳
し
い

自
主
規
制
値
を
設
定
し
運
転
管
理
を
行
い

ま
す
。

　
焼
却
熱
で
発
電

　

施
設
の
最
大
の
特
徴
は
、
ご
み
焼
却
熱

を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
５
９
０
０

㌔
㍗
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
施
設
を
備
え

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
発
電
で
施
設
内

の
電
力
を
賄
い
、
余
っ
た
電
力
は
売
却
す

る
こ
と
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
と
経
費
の
削

減
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
効
率
の
良
い
機

器
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
焼
却
熱
に
よ

る
温
水
も
有
効
利
用
し
ま
す
。

　
灰
を
有
効
利
用

　

ご
み
を
燃
や
し
た
後
に
残
っ
た
灰
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
灰
と
不
燃
物
は
、

石
材
代
替
製
品
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
灰
な
ど
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
鉄

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
金
属
は
売
却
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
灰
な
ど
を
有
効
利
用
し
、

埋
め
立
て
て
処
分
す
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
で
最
終
処
分
場
を
長
く
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

　

新
し
い
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間

事
業
者
の
経
営
能
力
と
技
術
力
を
活
用
し
、

建
設
か
ら
運
営
ま
で
を
一
括
し
て
効
率
的

に
実
施
で
き
る「
Ｄ
Ｂ
Ｏ（
デ
ザ
イ
ン
・
ビ

ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー
ト
）方
式
」を
採
用
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
5
月
に
、
民
間
事
業
者
と
建

設
お
よ
び
運
営
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
建

設
費
用
は
約
１１２
億
円
、
運
営
費
用
は
20
年

間
で
約
91
億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
　�

基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

準
備
工
事

平
成
23
年
度
　�

く
い
工
事
、
建
築
工
事
、

プ
ラ
ン
ト
工
事

平
成
24
年
度
　�

建
築
工
事
、
プ
ラ
ン
ト
工

事
、
外
構
工
事
、
試
運
転

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
45
年
３
月
ま

で
の
20
年
間
は
、
民
間
事
業
者
が
運
営
し

ま
す
。

問　

資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３

完
成
イ
メ
ー
ジ
図

　

市
で
は
、平
成
25
年
４
月
の
稼
働
を
目
指
し
て
、新
し
い
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

を
現
在
の
施
設
の
西
側
に
建
設
し
て
い
ま
す
。
燃
せ
る
ご
み
の
焼
却
を
行
っ
て

い
る
現
在
の
施
設
は
、
昭
和
63
年
の
稼
働
開
始
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
し
い
施
設
は
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
最
新

の
環
境
対
策
技
術
や
循
環
型
社
会
に
対
応
す
る
発
電
設
備
を
取
り
入
れ
る
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は
ご
み
処
理
広
域
化
施

設
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

環境事業センター環境事業センター

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

整
備

運
営
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　１２月最後の
「燃せるごみ」
の収集日を最
後に、市によ
る事業ごみの
収集は終了と
なります。事
業者の皆さん
は来年１月か

ら民間のごみ収集許可業者と収集
契約を結ぶか、市の処理施設に直
接搬入して処理してください。
　ごみの種類・量にかかわらず事業
所（店舗、会社、施設など）から出さ
れるすべてのごみが対象となりま
す。事業ごみを地域の集積所に出
すと不法排出となります。
　住居が事業所と併用する場合
は、家庭ごみのみを市が収集しま
す。なお、事業所のごみを混ぜる
と、収集せずに集積所に残す場合
があります。
問　環境業務課☎２１-８７９６

は
、
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
は
、
水
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
3

番
目
に
多
い
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル
・
合
成
樹

脂
類
で
す
。
こ
の
中
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
が
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

燃
せ
る
ご
み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
ご
み

は
、
焼
却
施
設
で
分
別
で
き
な
い
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
焼
却
さ
れ

て
い
ま
す
。
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る

た
め
に
は
、皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

市
の
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
量

は
、平
成
21
年
度
は
９
万
１
９
７
０
㌧
で
、

前
年
比
で
4.4
％
、４
２
６
5
㌧
減
と
な
り
、

９
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出
量
も
９
年

連
続
し
て
減
少
し
、
968
㌘
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
、
資
源
と
し
て
有
効
利
用
で

き
た
量
は
、
資
源
再
生
物
と
し
て
回
収
さ

れ
た
も
の
と
焼
却
施
設
や
破
砕
処
理
施
設

で
資
源
化
さ
れ
た
も
の
を
合
わ
せ
て
１
万

８
５
５
５
㌧
と
な
り
ま
し
た
。
量
で
は
前

年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
資
源
化
率（
資

源
化
さ
れ
た
量
／
ご
み
の
量
）は
前
年
と

変
わ
ら
ず
20
・
２
％
で
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
ご
み
処
理
費
用
は
、
約

32
億
５
０
０
０
万
円（
市
民
１
人
当
た
り

約
１
万
２
５
０
０
円
）で
し
た
。
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
に
、
1
日
で
約
890
万
円
を

使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
塚
市
は
新
し
い
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

の
稼
働
に
合
わ
せ
て
、
１
人
１
日
１00
㌘
、

約
７
９
0
０
㌧
の
燃
せ
る
ご
み
削
減
の
目

標
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

市
の
平
成
21
年
度
の
排
出
目
標
値
は
７

万
３
６
８
９
㌧
で
、
実
績
は
７
万
２
２
６

５
㌧
で
し
た
。
つ
ま
り
目
標
値
を
１
４
２

４
㌧
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

24
年
度
の
目
標
値
は
６
万
７
７
７
７
㌧

で
、
達
成
す
る
に
は
さ
ら
に
約
４
５
０
０

㌧
の
削
減
が
必
要
で
す
。

　

燃
せ
る
ご
み
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

搬
入
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
ご
み

の
種
類
で
一
番
多
い
の
は
、
紙
・
布
類
で

全
体
の
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
紙
類
で
は
包
装
紙
や
お
菓
子
の
箱

な
ど
が
、
布
類
で
は
衣
類
や
毛
布
な
ど
の

資
源
再
生
物
が
あ
り
ま
す
。
次
に
多
い
の

　

私
た
ち
が
出
し
て
い
る
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。
市
で
は
、
多
く
の
ご
み
を

焼
却
し
て
、
残
っ
た
灰
を
埋
め
立
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
焼
却
量
が
減
る
と
、
環
境
に
与
え
る
負
荷
も
少
な
く
な
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
処
理
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
末
を
迎
え
て
、
大
掃
除
で
ご
み
が
多
く
出
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
ご
み
の
分
別
や
処
理
の
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３

　
ご
み
を
作
ら
な
い
た
め
に
は

　

毎
日
の
買
い
物
の
際
に
、
レ
ジ
袋
を
も

ら
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
調
査
に
よ
る
と
、

1
人
当
た
り
１
日
に

１
枚
の
レ
ジ
袋
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
こ
と
も
、
今
日

か
ら
で
き
る
ご
み
の
減
量
化
対
策
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ボ
ト
ル
や
マ
イ
は
し
を
利
用

し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い

　

生
ご
み
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
野
菜
の
切
り
く
ず
な
ど
は
、
水
分
を

絞
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
水
切
り

の
コ
ツ
は
、
で
き
る
だ
け
水
に
ぬ
ら
さ
な

い
こ
と
で
す
。
洗
う
前
に
取
れ
る
も
の
は

取
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
シ
ン

ク
の
中
に
あ
る
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
入
れ
て

し
ま
う
と
野
菜
く
ず
が
水
に
ぬ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ト
レ
イ
な
ど
に
入
れ
て
ぬ
ら
さ

な
い
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
乾
燥
す
れ
ば

少
し
の
手
間
で
量
を
減
ら
せ
ま
す
。

　
生
ご
み
の
減
量
に

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

制
度
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
販
売
を
し
て
い

ま
す
。

①
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
制
度

補
助
台
数　

１
世
帯
に
つ
き
１
台

補
助
金
額　

本
体
購
入
価
格
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
３
万
円
）

購
入
先　
　

市
内
の
販
売
登
録
店

②
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
販
売

販
売
金
額
　
１
0
０
０
円
～
１
3
０
０
円

問　
①
は
資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３

②
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
53
―
5
３
０
１

　
詰
め
替
え
商
品
の
利
用
を

　
最
近
、食
器
洗
い
洗
剤
、シ
ャ
ン
プ
ー
、

リ
ン
ス
な
ど
で
中
身
を
詰
め
替
え
る
方
式

の
商
品
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
使
い
捨
て

容
器
に
比
べ
て
中
身
が
多
く
、
ご
み
減
量

に
一
役
買
い
ま
す
。
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル（
繰

り
返
し
使
わ
れ
る
）容
器
入
り
の
製
品
や

詰
め
替
え
方
式
の
商
品
を
日
常
的
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
を
出
す
と
き
に
は

　

ご
み
は
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ク
ル（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包

装
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
、
瓶
、
紙
類

な
ど
分
別
表
に
基
づ
い
て
分
別
し
ま
す
。

　

資
源
再
生
で
き
な
い
も
の
は
、
燃
せ
な

い
ご
み
、
燃
せ
る
ご
み
に
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
４
面
上
の
家
庭

ご
み
・
資
源
再
生
物
の
出
し
方
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
「
プ
ラ
」は
プ
ラ
ク
ル
へ

　

燃
せ
る
ご
み
の
中
に
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の

表
示
の
あ
る
容
器
や
包
装
を
入
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。
こ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
製

品
は
、
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
中

身
を
使
い
切
っ
た
後
は
、

汚
れ
を
取
っ
て
透
明
か

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、

プ
ラ
ク
ル
の
収
集
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
は
Re
duce（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
）、
Reuse（
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
）、
Recy
c
le（
リ
サ

イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）、
こ
の
３
つ
の
Ｒ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
ご
み
を
出
す
と
き
に
も
、
３
つ
の「
Ｒ
」を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３

紙・布類
43.0％

生ごみ
20.8％

ビニール・
合成樹脂
類 18.6％

木・竹類
10.8％

不燃物
3.9％

その他
2.9％

▶
ご
み
削
減
へ
の
目
標
値

▶
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

▶
搬
入
さ
れ
た
燃
せ
る
ご
み
の
種
類

資源再生物

直接搬入など

燃せないごみ

燃せるごみ

資源化率

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

22.0

21.5

21.0

20.5

20.0

19.5

19.0

排出量（トン） 資
源
化
率（
％
）

H17 H18 H19 H20 H21（年度）

H20 H21 H22 H23 H24

78,000

76,000

74,000

72,000

70,000

68,000

66,000

64,000

0

目標とするごみの量
実際のごみの量

（トン）

（基準年度） （目標年度）

３
R
の
考
え
方
を
も
と
に
、で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

ご
み
の
量
と
処
理
費
用

家
庭
ご
み
の
中
身

燃
せ
る
ご
み
削
減
へ
の

短
期
的
な
目
標
は

事業ごみの適正処理を事業ごみの適正処理を

生ごみを堆肥にして家庭菜園
などに利用できます



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　薨0463−23−9467
広報ひらつか　第925号3

お住まいの地域のごみ収集日

紅谷町、宝町、錦町、
明石町、宮の前、見附町

立野町、浅間町、追分、
宮松町

港

富士見、南原、松原

花水、なでしこ

土屋、金目、真田

旭南

旭北、吉沢

金田、岡崎、豊田

真土、四之宮、八幡

大神、田村、横内、城島

中原、御殿、松が丘、新町

２７日（月）

２７日（月）

２７日（月）
２７日（月）
２７日（月）
２８日（火）
２８日（火）
２８日（火）
２８日（火）
２７日（月）
２８日（火）
２７日（月）

２１日（火）

２８日（火）

２１日（火）
１７日（金）
２４日（金）
２０日（月）
１６日（木）
２２日（水）
２３日（祝）
１５日（水）
２７日（月）
２８日（火）

２８日（火）

２１日（火）

２８日（火）
２４日（金）
１７日（金）
２７日（月）
２３日（祝）
１５日（水）
１６日（木）
２２日（水）
２０日（月）
２１日（火）

２３日（祝）

２２日（水）

２２日（水）
２２日（水）
２２日（水）
２２日（水）
２２日（水）
２３日（祝）
２２日（水）
２８日（火）
２２日（水）
２２日（水）

３日（月）

３日（月）

３日（月）
３日（月）
３日（月）
４日（火）
４日（火）
４日（火）
４日（火）
３日（月）
４日（火）
３日（月）

４日（火）

１１日（火）

４日（火）
７日（金）
１４日（金）
３日（月）
６日（木）
１２日（水）
１３日（木）
５日（水）
１０日（祝）
１１日（火）

１１日（火）

４日（火）

１１日（火）
１４日（金）
７日（金）
１０日（祝）
１３日（木）
５日（水）
６日（木）
１２日（水）
３日（月）
４日（火）

６日（木）

５日（水）

５日（水）
５日（水）
５日（水）
５日（水）
５日（水）
６日（木）
５日（水）
４日（火）
５日（水）
５日（水）

確認してください

燃せる
ごみ

燃せない
ごみ

年末（2010年12月最後） 年始（2011年1月最初）
資源
再生物

ペットボトル
プラクル

燃せる
ごみ

燃せない
ごみ

資源
再生物

ペットボトル
プラクル

地　区　名

　

市
内
で
は
、
１
日
に
平
均
２１0
㌧
の
燃

せ
る
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

１0５
台
分
の
収
集
車
が
運
ぶ
重
さ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
中
に
は
、
様
々
な
形

や
大
き
さ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ぐ
ら
い
は
大
丈
夫
と
思

っ
て
出
し
た
ご
み
で
も
、
焼
却
炉
を
止
め

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
燃
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
た

も
の
は
、
収
集
後
、
燃
え
や
す
く
す
る
た

め
に
破
砕
機
で
細
か
く
砕
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
破
砕
機
に
投
入
で
き
る

ご
み
に
は
大
き
さ
や
形
、
固
さ
な
ど
の
条

件
が
あ
り
、
こ
の
条
件
を
守
っ
た
ご
み
で

な
い
と
う
ま
く
細
か
く
で
き
ま
せ
ん
。
細

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

・
受
付
日
時　

毎
日（
毎
月
29
日
～
31
日

は
休
み
）、
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
1

時
～
４
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

・
年
末
年
始　

年
末
は
12
月
28
日（
火
）ま

で
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら

問　

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
堤
町
３
―
５

☎
22
―
４
５
５
７

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

・
受
付
日
時　

月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

・
年
末
年
始　

年
末
は
12
月
28
日（
火
）ま

で
、
年
始
は
１
月
４
日（
火
）か
ら

※
持
ち
込
め
る
物
は
、
家
庭
か
ら
出
た
少

量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
の
み
で
す
。

問　

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
土

屋
５8５
☎
58
―
８
４
６
６

　

た
ん
す
や
ふ
と
ん
な
ど
の
大
型
ご
み
の

ほ
か
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
に
な

る
家
電
６
品
目（
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥

機
）は
、
環
境
業
務
課
に
引
き
取
り
を
申

し
込
む
か
、
直
接
、
処
理
施
設
ま
た
は
指

定
引
取
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
有
料
で
す
。

申　

環
境
業
務
課
☎
21
―
８
７
９
６

か
く
で
き
な
い
と
、
詰
ま
っ
た
り
絡
ん
だ

り
し
て
機
械
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
破
砕
機
が
止
ま
る
と
、
焼
却
炉
に
ご
み

が
送
れ
な
く
な
り
焼
却
炉
が
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
ご
み
を
出
す
と
き
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
せ
る
ご
み
を

　
　
　

出
す
と
き
は

　

燃
せ
る
ご
み
は
収
集
作
業
の
危
険
防
止

の
た
め
、
排
出
物
の
中
身
が
見
え
る
よ
う

に
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
中
身
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
収
集
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

・
段
ボ
ー
ル

　

ご
み
を
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
出
す
と
破

砕
機
の
上
で
ふ
た
の
よ
う
な
役
目
を
し
て

し
ま
い
、
ご
み
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
段
ボ
ー
ル
は
、
資
源
再
生
物
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
せ
ん
定
枝
・
角
材
な
ど

　

基
準
以
上
の
枝
を
出
す
と
、
破
砕
機
に

枝
が
詰
ま
っ
て
機
械
を
止
め
て
し
ま
い
ま

す
。
出
す
場
合
は
、
太
さ
５
㌢
㍍
以
下
、

長
さ
30
㌢
㍍
以
下
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
カ
ー
テ
ン
・
衣
類
な
ど
の
布
類

　

破
砕
機
は
、
細
か
く
砕
く
機
械
で
す
。

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
長
く
て
柔
ら
か
い
も
の

は
、
機
械
に
絡
ん
で
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

布
類
は
、
資
源
再
生
物
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ひ
も
類

　

長
い
ま
ま
の
ひ
も
類
は
、
機
械
に
絡
ん

だ
り
、
ほ
か
の
ご
み
と
絡
ん
で
破
砕
機
を

詰
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ず
30

㌢
㍍
以
下
の
長
さ
に
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
4
面
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
☎
55
―
６
６
１
５

焼
却
炉

止
ま
り

ま
す

焼
却
炉

止
ま
り

ま
す

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み（
燃
せ

る
ご
み
、
燃
せ
な
い
ご
み
）は

市
の
処
理
施
設
に
持
ち
込
め
ま

す
。
料
金
は
10
㌔
㌘
あ
た
り
１00

円
で
す（
現
金
払
い
）。
持
ち
込

め
る
日
時
や
物
品
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
の
持
ち
込
み
は

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

・
受
付
日
時　

月
～
土
曜
日
、
午
前
９
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時（
土
曜
日
、

祝
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

・
年
末
年
始　

年
末
は
12
月
29
日（
水
）正

午
ま
で
、
年
始
は
１
月
3
日（
月
）か
ら

（
3
日
は
午
後
3
時
ま
で
）。

問　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
大
神
３
２
３
０

☎
55
―
６
６
１
５

し尿の
くみ取り

　年末年始（１２月30日〜１月４日）は
し尿のくみ取りがありません。１２
月８日（水）〜１６日（木）にくみ取りを
した家庭に限り、申し込みにより、
臨時でくみ取りをします。締め切
りは、１２月２２日（水）です。
申

　

環境業務課☎２１-８７９６

環境事業センター

至厚木

至平塚駅 旧田村十字路

環境事業
センター

新幹
線

相
模
川

八坂神社
入口

大神

田村十字路

国
道
１
２
９
号

神
川
橋

スリーエフ

粗大ごみ破砕処理場

至平塚駅 至海岸

至厚木 至銀河大橋入口

榎木町工業団地入口 至
茅
ケ
崎

堤町北堤町

八
幡
交
番
前

粗大ごみ
破砕処理場

市
役
所

国
道
１
２
９
号

ダイエー

国道1号

　

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
２
日
）は
、
ご
み
の
収
集
を
し
ま
せ
ん
。
左

の
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
住
ま
い
の
地
域
の
収
集
日
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
例
年
、
ご
み
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
燃
せ
る
ご
み

の
中
に
は
、
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ク
ル
な
ど
、
資
源
と
し
て
再
生
で

き
る
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
再
生
し
て
ま
た
活
用
で
き
る
よ
う
、
き
ち

ん
と
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

環
境
業
務
課
☎
21
―
８
７
９
６

▶
ご
み
の
破
砕
機
を
修
理
す
る
職
員

燃
せ
る
ご
み
は

　
　
　

細
か
く
し
ま
す

ごみを持ち込むには
　

燃
せ
る
ご
み

　

燃
せ
な
い
ご
み

少
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

臨
時
ご
み
・　
　
　
　
　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど

分

別

の

徹

底

を

臨時



ご
み
の

排
出
時
、

特
に
注
意
を
ご
み
焼
却
場
か
ら
の
お
願
い

ご
み
焼
却
場
か
ら
の
お
願
い

 

④ 

ひ
も
類

 

② 

せ
ん
定
枝
・
角
材
な
ど

 

③ 

カ
ー
テ
ン
・
衣
類
な
ど
の
布
類

 

① 

段
ボ
ー
ル

※ごみや資源再生物を出すときは、収集日の午前7時～8時30分に、決められた集積所に出してください。

十分に水切りをしてください
名刺よりも大きな紙類は資源再生物に出してください
太さ5㌢㍍・長さ30㌢㍍以下に切って、直径25㌢㍍以下の束にして出してください（１回3束まで）
長さを30㌢㍍以下に切ってください
50×50㌢㍍以下に切って、ひもで縛って出してください
▶切れない場合は、臨時ごみか環境事業センターへ持ち込み
厚さ（太さ）10㌢㍍以下、長さ1㍍以下に切って出してください
透明または半透明の袋に入れて出してください

プラマークの付いていないもの

乾電池ボックスに入れてください（ボックスがない場合は透明な袋に入れて出してください）
▶リチウム・ニカド・ボタン型電池は販売店へ
使い切って、穴を空けてください（穴が空いていないものは回収しません）
▶ガスを抜かないと、収集車の爆発火災事故の原因となります
束ねてひもで縛って出してください（ごみ出し用の容器としないでください）
ストーブ、レンジ、ヒーターなど。刃物は紙に包んで「刃物」と書いて出してください
中身を洗って、缶はつぶさずに出してください
束ねてひもで縛って出してください
洗って切り開いて出してください。酒パックなど銀の内張りのものは燃せるごみへ
▶雨の日は出せません
清潔な布類で乾燥しているもの
▶ふとんやマットレス（臨時ごみ）は出せません。また、雨の日は出せません
ペットボトルに入れて、ふたをして出してください
中身をきれいに洗ってつぶして出してください。キャップとラベルはプラクルへ
▶透明または半透明の袋に入れて出してください
製品やお菓子の容器 ・ 包装類（袋）
発泡スチロール類（プラマークが無いものは燃せないごみへ）
▶透明または半透明の袋に入れて出してください
臨時ごみ＝集積所に出せない大型ごみ（有料）
①市に収集依頼する場合→環境業務課に電話予約（収集は2～4週間後になります）　
②直接持ち込む場合→環境事業センター・粗大ごみ破砕処理場（詳しくは3面）
▶材木・丸太は太さ5㌢㍍以上30㌢㍍以下、長さ１50㌢㍍以下に切ってください
①買い替えの場合→購入先か買い替え店に引き取りを依頼（有料）してください
②市に引き取りを依頼（有料）→環境業務課に電話予約してください
③直接持ち込む場合→郵便局で「家電リサイクル券」購入後、指定引き取り場所へ
▶近隣では、（株）サトウ、西濃運輸（株）茅ヶ崎支店、秦野金属（株）、山九（株）厚木流通
　センターへ持ち込み。問い合わせは家電リサイクル券センター（☎0120-319640）へ
メーカー回収物品（製造メーカーにお問い合わせください）
自作品・輸入品はパソコン3R推進協会へ問い合わせ（☎03-5282-7685）

購入先か販売取扱店に依頼してください

「廃棄二輪車取扱店」マークのあるバイク店へ
▶問い合わせは二輪車リサイクルコールセンター（☎03-3598-8075）へ

家庭ごみ・資源再生物の分け方・出し方（注意事項）ごみの分別区分
食物残さ　野菜くず
紙くず
せん定枝（小枝）
板（薄いもの）

じゅうたん　カーペット

厚い板　太い枝
ガラス　電球（蛍光管）　
プラスチック製品
（バケツ おもちゃなど）

乾電池　体温計　ライター

スプレー缶　カセットボンベ
　
段ボール
金属製品（スチール アルミなど）
瓶　缶
新聞　チラシ　紙類
牛乳パック
ジュースのパック
衣類　着物　タオル　毛布
シーツ　カーテン
天ぷら油

　
　

　
　

机　ソファ　ベッドなど家具類
ふとん　マットレスなど　
材木　丸太

家電リサイクル品
（テレビ　洗濯機　エアコン
冷蔵庫　冷凍庫　衣類乾燥機）

パソコン

ピアノ　サーフボード　
タイヤ　バッテリー　消火器
自動車部品　仏壇仏具　など

オートバイ

主なごみの種類

燃せるごみ

燃せないごみ

資源再生物

臨時ごみ

リサイクル品

市では
収集しない
ごみ

集
積
所
に
出
せ
る
家
庭
ご
み
・
資
源
再
生
物

集
積
所
に
出
せ
な
い
も
の

家 庭 ご み ・ 資 源 再 生 物 の 出 し 方

ペットボトル

プラクル
プラマークの
付いた容器や
包装類

ペットマークの
付いたボトル
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段
ボ
ー
ル
を
ご
み
箱
代
わ
り
に
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー
ル
は
、
資
源
再

生
物
の
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

せ
ん
定
し
た
枝
や
角
材
は
太
さ
５
㌢

㍍
以
下
・
長
さ
30
㌢
㍍
以
下
に
、
板
材
は

幅
20
㌢
㍍
以
下
・
長
さ
30
㌢
㍍
以
下
・
厚

さ
１
㌢
㍍
以
下
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

カ
ー
テ
ン
、
洋
服
、
毛
布
な
ど
は
燃
せ

る
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
出
さ
ず
、
資
源
再

生
物
の
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
ず
ら
ん
テ
ー
プ
な
ど
の
テ
ー
プ
や
ひ

も
類
は
丸
め
て
出
さ
な
い
で
、
必
ず
30
㌢

㍍
以
下
の
長
さ
に
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　ライター、乾電池、ス
プレー缶は、燃せるごみ
などに出されると収集車
や施設での火災となり大
変危険です。不要になっ
たライターや乾電池は、
燃せないごみの集積所に
置いてある赤い箱に入れ
てください。
　また、スプレー缶は、
中身を使い切った後、風
通しのよい場所で穴を空
けて資源再生物の缶類と
して出してください。
問　環境業務課☎２１–８７９６

ラ
イ
タ
ー
・
乾
電
池
・
ス
プ
レ
ー
缶
は

注
意
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

問　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
☎
55
―
６
６
１
５

ごみ特集号




